
トランスジェンダーの人に寄り添う
－そもそも性同一性障害は病気なのですか？－

生まれたときに決定した性別と、自分が認識する性別が異なるため、居心地の悪さ（性別違和）

を感じる人を「トランスジェンダー」といいます。その中でも「性同一性障害」は、希望する性

別で生きるために、何らかの医療行為を望む人に対して精神科医が診断する疾患名であり、その

必要性を感じていないトランスジェンダーの人も大勢おられます。

いずれにしても、性別不一致感から苦しんだり、落ち込んだり、気持ちが不安定になる場合も

あり、その悩みを抱える方は少なくありません。

この講座では、「心と性」について考え、社会生活をサポートする際の注意や心構えなどを学び

ます。

期 間：立教 181(平成 30)年 11 月 26 日（月）～27 日（火）

会 場：おやさとやかた南右第２棟３階

日 程：裏面参照

対 象：ようぼく

定 員：60 名

受講御供：2,000 円

携 行 品：筆記具

締 切 日：11 月 15 日（木）



講師紹介（登壇順）

1 日目（26 日） 2日目（27 日）

13:00 8:50
受付 集合

13:20 9:00
開講・オリエンテーション 講義③「『ありのままの私を生きる』ために」

土肥 いつき 氏
13:30

「ひのきしんとは」
10:15

飯降 多鶴
休憩

13:50
（ひのきしんスクール運営委員）

10:25

休憩 体験談②「自分という性」

堀川 ユウキ 氏14:00

講義①「すべての人に温かな居場所を

～考えてみよう！性の多様性～」

徳永 桂子 氏

11:05
休憩

15:30
11:20

パネルディスカッション

「トランスジェンダーの人に寄り添う」休憩

15:40
体験談①「苦難乗り越え、喜びと感謝」

橋本 恵美子 氏

【パネリスト】 堀内 みどり 氏

（登壇順） 堀川 ユウキ 氏

16:10
【司 会】 杉岡 信宏

講義②「『わたし』についての生と性」

堀内 みどり 氏

12:20
（ひのきしんスクール運営委員）

閉講

17:10
解散

徳永 桂子 氏
とくなが け い こ

思春期保健相談士。神戸大学理学部、神戸大学大学院総合人間科学研究科（発達支援論

講座 修士）卒業。性教育、CAP（子どもへの暴力防止）、HIV/AIDS 予防啓発など、「性・

子ども・暴力防止」をキーワードに人権擁護活動をしている。

著書『からだノート～中学生の相談箱』 共著『家族で語る性教育―私たちの出前講座』など。

橋本 恵美子 氏
はしもと え み こ

有功分教会長夫人。性同一性障害のある元ボクシング女子世界王者の息子をもつ。
い さ お

現在は息子（戸籍を変更し家庭を持つ）が運営する児童発達支援・放課後等デイサービス・

ボクシングフィットネスジムで指導員を務めている。

堀内 みどり 氏
ほりうち

天理大学おやさと研究所教授・天理教啓発委員会委員。

宗教学と天理教学を専門分野とし、ジェンダー（社会的意味合いから見た男女の性区

別）に関する論文も多数執筆されている。

土肥 いつき 氏
ど ひ

トランスジェンダー生徒交流会世話人、全国在日外国人教育研究協議会事務局員。

同志社大学工学部卒。85 年より京都府立高校教員。2004 年「いつき」に改名。

現在は「不完全フルタイムトランスジェンダー」として日常生活を送っている。

堀川 ユウキ 氏
ほりかわ

トランスジェンダー当事者で、土肥氏の主催する生徒交流会の元メンバー。


